
＊庭師？世界を歩く＜ｱﾙﾌﾟｽ編＞ 

2015 年 7月 5 日～7 月 17 日、少々、大げさですがﾖｰﾛｯﾊﾟｱﾙﾌﾟｽを巡ってきました。主なﾙｰﾄは、

ｽｲｽのﾙﾂｪﾙﾝをｽﾀｰﾄし西北ｲﾀﾘｱ～ﾌﾗﾝｽ東部～ｲﾝﾀｰﾗｰｹﾝ(ｽｲｽ)まで。ﾏｯﾀｰﾎﾙﾝ、ﾓﾝﾌﾞﾗﾝ、ﾕﾝｸﾞﾌﾗｳを巡

るｺｰｽ。7 月 5 日成田前泊。7月 6 日、ｵﾗﾝﾀﾞ・ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ経由でｽｲｽのﾁｭｰﾘｯﾋへ。土地柄、ﾄﾞｲﾂﾄｳﾋ､

ﾓﾐﾉｷ、ｶﾗﾏﾂ、ｶｴﾃﾞ類、西洋ﾄﾁﾉｷが目立っていました。 

＊第１日目（７月６日） 

7 月 6 日(月)、成田 10：30 発の KLM でｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ経由ﾁｭｰﾘｯﾋ着 19：20(現地時間)。それからﾎﾃ

ﾙへ。ﾎﾃﾙ到着は 21：30(現地時間)。成田を出てからﾎﾃﾙ着まで 19 時間(時差-7 時間)の移動。ﾁｭ

ｰﾘｯﾋ空港の建物を出た途端、日本を・・。ﾑｯとした空気。なんと、日中の気温が 35 度だったと

か。成田起床が AM5：00 だったので、23 時間 30 分の間、ほとんど睡眠無。眠いのなんの・・。

その上この気象。避暑のつもりが・・。しかも、後一週間は続くだろうとのｶﾞｲﾄﾞさんの弁。好

天は望むところ、しかしこの気温、何とかならないか？で、第１日目は無事過ぎました。 

＊第２日目（７月７日） 

6 時起床。今日から本格的な観光へ。午前中はﾙﾂｪﾙﾝ郊外

のﾋﾟﾗﾄｳｽ山へ・・。ﾊﾞｽで山麓駅のあるｱﾙﾌﾟﾅｯﾊｼｭﾀｰﾄ駅へ・・。

世界一急勾(勾配率 480 ﾊﾟｰﾐﾙ)と言われるだけあって、ﾎｰﾑ

からすでに急勾配。1889 年に開通したこの鉄道は、世界で

唯一の、特殊なﾗｯｸﾚｰﾙ式の登山電車。線路中央に横向きの二

本のﾗｯｸが・・。早速、乗り込み、頂上へ・・。 

今日は、観光客も多く、次々に発車。急勾配の線路を 

写真上左：ｱﾙﾌﾟﾅｯﾊｼｭﾀｰﾄ駅 

上右：ﾋﾟﾗﾄｳｽ山頂と登山電車 

右：先行する登山電車と軌道 



ﾕｯｸﾘと・・。先行電車を後ろから一枚。この山、周囲の山とは異

なり、ｺﾞﾂｺﾞﾂした岩山。 

ﾋﾟﾗﾄｳｽ・・。ｷﾘｽﾄに死刑を宣告したﾛｰﾏ総督の名前だそうです。

なぜここに？ﾋﾟﾗﾄｳｽの死後、彼の魂が居場所を求めて各地をさま

よった後、ここに落ち着つき、祟り伝説もあったとか・・。登る

と禍が・・。 

頂上には 4 か所に展望台。その中で最も高い展望台(2118ｍ)

にﾄﾗｲ。崖っ縁を急勾配で上る通路。なにせ高所恐怖症の小生、

帰りを想像すると・・。途中で引返し他のﾙｰﾄへ・・。ﾋﾟﾗﾄｳｽ・

ｸﾙﾑからは登ってきた草原と遠くにはﾌｨｱｳﾞｧﾙﾄｼｭﾃｯﾀｰ湖が・・。 

ﾊｲｷﾝｸﾞｺｰｽでは、こんな風景も・・。暑さのせいでしょうか、

岩陰にｱﾁﾗｺﾁﾗに数匹単位で休息中？ｶﾒﾗに向かって、「それ、

なあ～に、食べれないの？」でしょうか？ 

写真の花は、ﾊｲｷﾝｸﾞｺｰｽ散策中、ｺｰｽ脇に咲いていました。 

帰りはﾛｰﾌﾟｳｪｲで反対側のｸﾘｴﾝｽへ下山。山の写真は、ｺﾞﾝﾄﾞﾗから見たﾋﾟﾗﾄｳｽ山。住宅の写真は

ｸﾘｴﾝｽ駅近くで、ｺﾞﾝﾄﾞﾗの中から一枚。住んでいる方には申し訳ありませんが、内緒で・・。ｽｲ

写真上左：ﾛﾄｩｽ・ｱﾙﾋﾟﾇｽ(ﾏﾒ科ﾐﾔｺｸﾞｻ属)／中：ｱﾚﾅﾘｱ・ﾋﾞﾌﾛﾗ(ﾅﾃﾞｼｺ科ﾉﾐﾂﾂｼﾞ属) 

／右：ﾄﾞﾛﾆｸﾑ・ｸﾙｼｲ(ｷｸ科ﾄﾞﾛﾆｸﾑ属) 

写真上左：ﾋﾟﾗﾄｳｽ山(ﾛｰﾌﾟｳｪｲにて)／上右：ｸﾘｴﾝｽ駅近くの民家(ﾛｰﾌﾟｳｪｲにて) 

写真上：ﾊｲｷﾝｸﾞｺｰｽにて 



ｽに入って感じられるのは、どこの庭も解放的かつ芝生。積雪も一因とは思いますが、日本の 

ように、砦のようにﾌｪﾝｽで敷地を取り巻く様子は・・・ 

午後は市街に戻って散策とｼﾃｨ・ﾄﾚｲﾝでのﾕｯﾀﾘとした観光。それにしても、昨日に続いて熱～

いこと。日陰沿いに散策する始末。最初にﾙﾂｪﾙﾝのｼﾝﾎﾞﾙ、ｶﾍﾟﾙ橋へ・・。かつてはｼｭﾌﾟﾛｲﾔｰ橋と

ともに湖上の城壁。市街の湖岸を取巻いていた

そうです。1333 年に完成。木造の橋としては

ﾖｰﾛｯﾊﾟ最古。1993 年に火災が・・。全焼では

なかったようで、焼けたところも今は修復。 

ｼｭﾌﾟﾛｲﾔｰ橋。1408 年完成の木橋。西からの

侵入を防ぐ城壁の一部だとか・・。 

ﾎｰﾌ教会。建立は 8 世紀ですが、17 世紀に消失し、その後に再建されたﾙﾈｯｻﾝｽ様式に・・。中

には 1500 年頃の作といわれているﾏﾘｱの祭壇と、4950 本のﾊﾟｲﾌﾟを持つﾊﾟｲﾌﾟｵﾙｶﾞﾝが素晴らしい

そうですが・・。 

その後、ｼﾃｨ・ﾄﾚｲﾝでｱﾁｺﾁ・・。今のところ時差ﾎﾞｹも感じず？・・。明日はどうでしょうか？ 

＊第３日目（７月８日） 

今日はｲﾀﾘｱ国境近くのﾛｶﾙﾉへ。昨夜半は雷雨。雨が窓ｶﾞﾗｽを叩く音で眠りを覚まされましたが、

また一寝入り。ﾙﾂｪﾙﾝからﾍﾞﾘﾝﾂｫｰﾅまでｳｨﾘｱﾑ・ﾃﾙ特急の船と鉄道で車窓観光。途中、ｻﾝ・ｺﾞｯﾀﾙ

ﾄﾞ峠に掘られたﾄﾝﾈﾙを通過。 

ｻﾝ・ｺﾞｯﾀﾙﾄﾞ峠(2108ｍ)。ｽｲｽとｲﾀﾘｱを結ぶ重要な峠。交通路として用いられるようになったの

は 13 世紀後半？比較的新しい。ｽｲｽとｲﾀﾘｱを結ぶ重要な峠としては、1800 年にﾅﾎﾟﾚｵﾝも越えた

といわれるｸﾞﾗﾝ・ｻﾝ・ﾍﾞﾙﾅｰﾙ峠(2469ｍ)が有名。 

ｳｨﾘｱﾑ・ﾃﾙ・・。ご存知の弓の名手。ただし伝説的な人物。実在したかどうかは今でも不明だ

そうです。ｽｲｽの人たちは実在したと信じて疑わないとか・・ 

写真上左：ｶﾍﾟﾙ橋／上右：ｼｭﾌﾟﾛｲﾔｰ橋、 

／下左：ｾﾞｰ橋から見たﾎｰﾌ教会 



ｳｨﾘｱﾑ・ﾃﾙの名前を冠した鉄道、始発のﾙﾂｪﾙﾝからﾌﾘｭｰﾚﾝ 

までは船でﾌｨｱｳﾞｧﾙﾄｼｭﾃｯﾀｰ湖を・・。下船後、鉄道に乗換え、

ｺﾞｯﾀﾙﾄﾞﾄﾝﾈﾙを抜けてﾍﾞﾘﾝﾂｫｰﾅへのﾕﾆｰｸな構成。 

乗船後、天気は徐々に回復。ﾌﾘｭｰﾚﾝに着くころには青空が・・。

鉄路では途中 4 か所にﾙｰﾌﾟﾄﾝﾈﾙ。ﾄﾝﾈﾙの中ではﾙｰﾌﾟしている

感覚が無いとの感想に、乗務員嬢が、ｺﾝﾊﾟｽを・・。確かに、

刻々と方位が変化。それにしても 1882 年に開通したにしては

建設技術の高さに驚かされました。来年には、この下に世界

最長(57ｋｍ)のﾄﾝﾈﾙが開通予定だそうです。たぶん、ﾙｰﾌﾟも

通り納めかも・・。渓谷美の鑑賞も・・。利便さとの引換え

とは言え観光客にとっては少々不満。 

ﾍﾞﾘﾝﾂｫｰﾅでは世界遺産の古城めぐり。古来、交通の要衝だ

った地だとか・・。3 つの城と城壁は 2000 年に世界遺産に。 

写真左上：ｶｽﾃﾙｸﾞﾗﾝﾃﾞから見たﾓﾝﾃ･ﾍﾞｯﾛ城(中腹)とｻｯｿ･ｺﾙﾊﾞﾛ城。 

／右上：ｻｯｿ・ｺﾙﾊﾞﾛ城から見たｶｽﾃﾙｸﾞﾗﾝﾃﾞ 

写真上左：ﾌﾘｭｰﾚﾝにて／上左：湖岸の住宅／下：ｻﾝｺﾞｯﾀﾙﾄﾞﾄﾝﾈﾙ手前のﾙｰﾌﾟ 



まずは市内観光を兼ねてｶｽﾃﾙｸﾞﾗﾝﾃﾞ(大きい城)へ。その後ﾐﾆﾄﾚｲﾝに乗ってｻｯｿ・ｺﾙﾊﾞﾛ城からﾓ

ﾝﾃﾍﾞｯﾛ城へ・・。ｶｽﾃﾙｸﾞﾗﾝﾃﾞとﾓﾝﾃﾍﾞｯﾛ城とは城壁で繋がっていたとか・・。それを偲ばせる城

壁の一部も残っていました。 

ｶｽﾃﾙｸﾞﾗﾝﾃﾞ、他の二つの城と違い、広い空間を取り巻くように城壁などが・・。他の城は、ま

るで出城か砦。所狭しと、建物の周りを城壁が・・。二つの城は市街から見ると、まるで丘全体

が要塞？ 

ちなみに、ｻｯｿとは岩山を意味するそうです。今夜はﾊﾞｽで約 30 分のﾛｶﾙﾉ泊。 

 

＊第４日目（７月９日） 

 

今日は、ｽｲｽで最後の秘境と言われ、

「緑の水」という意味のﾍﾞﾙｻﾞｽｶの谷

へ・・。この地域、外界？とは隔別した

世界だったそうです。近年まで、谷に入

るには、特別の許可が必要だったとか。

そのため、独自の文化・風習を受け継い

でいる地域だそうです。ﾛｶﾙﾉの街のすぐ

近くから谷間になります。こんなに近い

場所にと・・。 

最初はﾍﾞﾙｻﾞｽｶﾀﾞﾑ。堰堤の高さ 220

ｍ(黒部ﾀﾞﾑは 186ｍ)、ﾖｰﾛｯﾊﾟで一番高いﾀﾞﾑだそうです。007 が飛び降りた場所。ご覧になった

方も多いのでは。ﾊﾞﾝｼﾞｰｼﾞｬﾝﾌﾟ台もありました。ちなみにﾊﾞﾝｼﾞｰｼﾞｬﾝﾌﾟ発祥の地はﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ

だそうです。高所恐怖症の小生は写真を撮るのが精一杯。 ﾀﾞﾑ湖岸で見かけた褶曲模様もあり

ました。この谷が、かつての激しい造山活動でできた証しだそうです。 

赤い花はﾀﾞﾑｻｲﾄにある売店で見かけました。当初、なかなか名前が思い出せなくて・・。結局、

帰国してから・・。 

写真上左：ﾓﾝﾃ･ﾍﾞｯﾛ城 

／上右：市街から見たﾓﾝﾃ・ﾍﾞｯﾛ城(下側)とｻｯｿ・ｺﾙﾊﾞﾛ城(上側) 

写真上左：ﾍﾞﾙｻﾞｽｶﾀﾞﾑ／上右：褶曲模様 



さらにﾊﾞｽで上流へ・・。谷向こうの山肌に小さな集落が・・。ｺﾘｯﾎﾟ村。2013 年現在、住人

13 名。ｽｲｽで一番小さな村だそうです。ところがこの集落、石造りの建築技法に特徴があり、建

築の世界では有名だそうです。ただし、この村には橋を渡って徒歩でしか・・ 

さらに上流のﾗｳﾞｪｯﾂｵ村へ。ここにはｴﾒﾗﾙﾄﾞｸﾞﾘｰﾝのﾍﾞﾙｻﾞｽｶ川にかかる、17 世紀に造られた石 

造りのｻﾙﾃｨ橋(ﾒｶﾞﾈ橋・ﾛｰﾏ橋)が・・。 

 下を流れる清流、本当に綺麗。川底ま

でｽｯｷﾘ。ｽｷｭｰﾊﾞﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞ教室も開かれていました。水中では、綺麗な縞模様の岩肌が観られると

か・・。残念ですが、そこまで

は・・。 

川を遡ってﾌﾞﾘｵｰﾈ村へ。こじ

んまりした、見落としてしまい

そうな小さな村。この村にも教

会が・・。ﾏﾄﾞﾝﾅ・ﾃﾞﾙ･ｱｽﾄﾝ教

会です。古い壁画もありました。 

ﾌﾞﾘｵｰﾈ村を後にして最奥に 

あるｿﾉｰﾆﾖ村へ・・。 

ここも石造り中心の集落。花

が飾られ、青空に映えていまし

た。村全体が花に包まれている

写真上左・右：ｻﾙﾃｨ橋 

(写真上左：ﾏﾄﾞﾝﾅ・ﾃﾞﾙ･ｱｽﾄﾝ教会と壁画(右) 

写真上左：ﾆｭｰｷﾞﾆｱｲﾝﾊﾟﾁｪﾝｽ(ﾂﾘﾌﾈｿｳ科ﾂﾘﾌﾈｿｳ属) ／上右：ｺﾘｯﾎﾟ村 



ような美しく、素朴な感じの村落でした。その中に、珍しいﾕﾘを見つけました。青空に映えて、

一段と・・ 

ﾛｶﾙﾉの街に帰って、市街散策

に・・。ﾍﾞﾙｻﾞｽｶの谷間にいる間

は、あまり感じなかった暑さで

すが・・。市街散策は、日陰を

選んで・・。それにしても暑～

い。 

ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ城。今は考古学博物

館間として利用されているそう

です。 

宿泊ﾎﾃﾙのｱﾌﾟﾛｰﾁでこんなｻﾙｽ

ﾍﾞﾘを・・。樹幹の頭に小枝を集

中させた剪定。奈良にも街路樹

としてｻﾙｽﾍﾞﾘを植栽している場所もありますが、通常、樹幹の左右に枝を張らせ、その先に小枝

を作る容姿。ｽｲｽに入ってｱﾁｺﾁで目にしました。残念ながら日本流？容姿は見かけませんでした。

意外とｽｯｷﾘとし好感が持てました。見通しが良く、交通安全に一役？・・。街路樹仕立て？ 

＊第５日目（７月１０日） 

今日も快晴。ﾛｶﾙﾉを出てｱｵｽﾀ近郊のｻﾝｳﾞｨﾝｻﾝへ・・。ﾛｶﾙﾉ～ﾄﾞﾓﾄﾞｯｿﾗはﾁｪﾝﾄｳﾞｧｯﾘ鉄道でｽｲｽ

からｲﾀﾘｱへ国境を越えます。 

写真上左：教会 ／ 中・右：ﾘﾘｭｳﾑ・ﾌﾞﾙﾋﾞﾌｪﾙﾑ(ﾕﾘ科ﾕﾘ属) 

／ 下左：ｻﾙｽﾍﾞﾘ(ﾐｿﾊｷﾞ科ｻﾙｽﾍﾞﾘ属)の街路樹 ／ 下右：ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ城 



ﾁｪﾝﾄｳﾞｧｯﾘとは百の谷の意味だそうで、多くの

谷を越えて走る全長 52ｋｍの鉄道。途中、83 か

所の鉄橋や高架橋があるそうです。とてもじゃな

いけれど、数えてられません。 

ﾛｶﾙﾉで時間待ちの間、ﾏｯｼﾞｮﾚｰ湖畔へ。ﾁﾗﾁﾗと

目にする機会はあったのですが、ｼﾞｯｸﾘと眺める

時間が無かったので・・。 

駅は珍しく地下。発車後、しばらくし

て地上に・・。ﾏｯｼﾞｮﾚｰ湖が綺麗に輝い

ていました。 

徐々に標高を上げ渓谷へ・・。国境

にかる鉄橋を越えるとｲﾀﾘｱ。山肌に開

かれた集落を眺めながらﾕｯﾀﾘと。どの

村にも、お馴染みの教会の建物がひと

きわ高く・・・。 

終着駅のﾄﾞﾓﾄﾞｯｿﾗからはﾊﾞｽでｻﾝｳﾞ

ｨﾝｻﾝへ・・。途中。多くの古城や廃城

を観ながらの移動。かつて、交通の要

衝だったとかですが、軍事上よりむし

ろ通行税収入を得るための関所的な

役割が強かったと

か・・。 

 ｻﾝｳﾞｨﾝｻﾝのﾎﾃﾙ

で見かけました。

ｹﾞｯｹｲｼﾞｭの生垣で

す。奈良では見か

けたことがありま

せんが・・。 

「こんな使い方もできるのだ」と、 

感心。ちなみに、ﾛｰﾘｴとは・・。ｹﾞ 

ｯｹｲｼﾞｭの葉を乾燥させた香辛料のこと。 

同じﾎﾃﾙの庭で見かけました。ｵｵｼﾗﾋﾞｿ：ｱｵﾓﾘﾄﾄﾞﾏﾂの大

木です。初めての対面です 

写真上：ﾏｯｼﾞｮﾚｰ湖 

写真下左：地下ﾎｰﾑ ／下右：国境に架かる鉄橋 

写真上：ｿﾞﾙﾅｽ近郊にて 

右：ｳﾞｪﾚｯｼｵ付近の教会 

左：ｹﾞｯｹｲｼﾞｭの生垣 

(ｸｽﾉｷ科ｹﾞｯｹｲｼﾞｭ属) 



＊第６日目（７月１１日） 

今日も朝から快晴の中、ｻﾝｳﾞｨﾝｻﾝの街

からﾁｪﾙｳﾞｨﾆｱへ・・。ﾁｪﾙｳﾞｨﾆｱはﾓﾝﾃﾁｪﾙｳﾞ

ｨｰﾉの麓の街。ｲﾀﾘｱ側から、ﾓﾝﾃﾁｪﾙﾋﾞｰﾉ南

壁の鑑賞です。 

ﾓﾝﾃﾁｪﾙﾋﾞｰﾉは 4477ｍｱﾙﾌﾟｽ最高峰。ｲﾀﾘｱ

語ではﾓﾝﾃﾁｪﾙﾋﾞｨｰﾉ、ﾄﾞｲﾂ語ではﾏｯﾀｰﾎﾙﾝ。

ｲﾀﾘｱとｽｲｽの国境に聳える山。ｽｲｽは、ﾄﾞｲ

ﾂ語、ｲﾀﾘｱ語､ﾌﾗﾝｽ語それにﾛﾏﾝｼｭ語が公用

語。同じ山の名前なども国によって・・。 

今回はｽｲｽ、ｲﾀﾘｱ(ｲﾀﾘｱ語)、ﾌﾗﾝｽ(ﾌﾗﾝｽ

語)、のため、地図や観光案内に使用され

る文字も・・。ともかく発音がややこし～い。良く解りません。

ｽｲｽではﾄﾞｲﾂ語が主流のようでした。 

途中、ﾁｪﾙｳﾞｨﾆｱ近郊のﾌﾞﾙｰ湖へ。名

前の通り、ﾌﾞﾙｰの湖面。ここでは、ﾓﾝ

ﾃﾁｪﾙﾋﾞｰﾉが湖面に映り逆ﾓﾝﾃﾁｪﾙﾋﾞｰﾉを

観ることができました。時間を利用し

て、湖畔を一周。湖畔には多くの花

が・・。 

残念ながら、ｱﾙﾍﾟﾝ・ﾛｰｽﾞの花はすで

に終ったようでした。写真の花はﾁｪﾙｳﾞ

ｨｰﾉの街で見かけたﾔﾅｷﾞﾗﾝ。 

ところで今年は、ｲｷﾞﾘｽ人登山家のｳｨ

写真左：ｵｵｼﾗﾋﾞｿ(ﾏﾂ科ﾓﾐ属) 

／下；同葉 

／右：同球果(毬果) 

写真上右：ﾓﾝﾃﾁｪﾙﾋﾞｰﾉ(ﾌﾟﾗﾝﾒｿﾞﾝ展望台にて) 

／上左：ﾔﾅｷﾞﾗﾝ(ｱｶﾊﾞﾅ科ﾔﾅｷﾞﾗﾝ属) 

写真上右：ﾓﾝﾃﾁｪﾙﾋﾞｰﾉ(ﾌﾞﾙｰ湖畔にて) 

／上左：ｶﾝﾊﾟﾇﾗ・ﾛﾝﾎﾞｲﾀﾞﾘｽ(ｷｷｮｳ科ｶﾝﾊﾟﾇﾗ属) 



ﾝﾊﾟｰが初登頂してから 150 年。各地でｲﾍﾞﾝﾄが行われているそう

です。とは言っても、ｲﾍﾞﾝﾄらしきものは・・。 

 ｽｲｽ側から観る、あの魔法使いの帽子に似た山容とは異なり、

ﾄﾞｯｼﾘとした山容でした。目にする機会の少ない容姿。 

ﾁｪﾙｳﾞｨﾆｱの街では好天のため、急遽、標高 2500ｍにあるﾌﾟﾗﾝ

ﾒｿﾞﾝ展望台へ・・。ここからはﾓﾝﾃﾁｪﾙﾋﾞｰﾉが目の前に迫りまし

た。 

昼食はﾁｪﾙｳﾞｨﾆｱの街のﾚｽﾄﾗﾝで・・。ここでは、お店の方が特

別にｺﾊﾟﾃﾞﾗｱﾐｰﾃ(友情の盃)を・・。薬酒のようですが、盃には

複数の飲み口があり、同時に一緒の飲むのだそうです。 

ｻﾝｳﾞｨﾝｻﾝの街に戻って、少々時間があったので、商店街へ・・。

とは言っても長～い昼休みの習慣。15 時 30 分を過ぎてか

らにｽｰﾊﾟｰ他数店が店を開けだしました。そのせいか、街

路は閑散・・。静か～。やはり、ﾁｪﾙｳﾞｨﾆｱとは違い、ここも暑～い。教会前の木陰でしばし休息。 

夕食はﾎﾃﾙのﾚｽﾄﾗﾝの特別室？で・・。隣はﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ一枚程度で仕切られた結婚披露宴会場。賑

やかでした。が、演奏の重低音には参りました。体ごと持ち上げられたり、下げられたりで、少々

胃の方に。夜明け近くまで続いたそうです。 

＊第７日目（７月１２日） 

今日は、最大のﾊｲﾗｲﾄ、ﾓﾝﾌﾞﾗﾝ山群を空から・・？とは言っても、ﾛｰﾌﾟｳｪｲや展望台からの眺望

です。ﾓﾝﾌﾞﾗﾝ(ﾓﾝﾃ･ﾋﾞｱﾝｺ)やｸﾞﾗﾝﾄﾞｼﾞｮﾗｽなどを真近に・・。 

ｻﾝｳﾞｨﾝｻﾝを出て 1 時間強。ｲﾀﾘｱとﾌﾗﾝｽの国境の街、ｸｰﾙﾏｲﾕｰﾙ

へ。ここからﾓﾝﾌﾞﾗ山群へ入ります。 

まずは 6 月にｵｰﾌﾟﾝしたばかりのｽｶｲｳｪｲ(ﾛｰﾌﾟｳｪｲ)で標高 3466

ｍのｴﾙﾌﾞﾛﾝﾈﾙ展望

台(ｲﾀﾘｱ)へ・・。 

ここでしばしｱﾙ

ﾌﾟｽの雄大さに浸

りながら素晴らし

さを堪能。遠くに

はﾏｯﾀｰﾎﾙﾝやﾓﾝﾃﾛｰ

ｻﾞも・・。 

ｽｶｲｳｪｲのｺﾞﾝﾄﾞﾗ、乗

ってから降りる間に一

写真上：ｻﾝｳﾞｨﾝｻの商店街

写真上左：右奥ﾓﾝﾌﾞﾗﾝ ／上右：ｽｶｲｳｪｲとｸｰﾙﾏｲﾕｰﾙの街並 

(ｴﾙﾌﾞﾛﾝﾈﾙ展望台にて) 



回転。自分が動くことなく 360 度が・・ 

ｴﾙﾌﾞﾛﾝﾈﾙ展望台から見たﾓﾝﾌﾞﾗﾝ、手前のﾓﾝﾃ・ﾌﾞﾗﾝｺ・ﾃﾞｭ・ｸｰﾙﾏｲﾖｰﾙ(4765ｍ)やｴｷﾞｭｲ・ﾌﾞﾗﾝｼ

ｭﾄﾞ(4108m)に隠れるよ

うに、右奥の小さく

ﾄﾞｰﾑ状に見えるのが

ﾓﾝﾌﾞﾗﾝ(4810m)。

さらにﾛｰﾌﾟｳｪｲを乗

り継いでﾌﾗﾝｽ側ｴｷﾞｭ

ｲ・ﾃﾞｭ・ﾐﾃﾞｨ展望台

(3842ｍ）へ。ﾓﾝﾌﾞﾗﾝの

南壁や眼下に拡がる雄

大な氷河を堪能。氷河

の上には、登山ﾊﾟｰﾃｨの

一行も。 

残念ながらｴﾚﾍﾞｰﾀが

修理中のため、ｴｷﾞｭｲ・
写真上左：三連ｺﾞﾝﾄﾞﾗ ／上右：右奥ﾓﾝﾌﾞﾗﾝ 

ﾃﾞｭ・ﾐﾃﾞｨ展望台の最高

地点へは・・。 

下のﾃﾗｽからのﾓﾝﾌﾞﾗ

ﾝは、一般に紹介されて

いる山容。丸みを帯び

た女性らしい、優しい

山容。ｲﾀﾘｱ側からは切

り立った崖に。 

ｱﾁｺﾁ、風景を求めて

歩き回りましたが、な

にせ富士山頂より高

い所。すぐに息切れ。

歳のせいではないようです。 

ｼｬﾓﾆｰに降りるには、深い谷を越える橋を渡って、隣の岩峰に

ある乗場へ・・。高所恐怖症の小生にとっては大きな難関。想像

よりは幅広・・。ともかく橋の真ん中を通って乗り場へ。 

この日は、ﾛｰﾌﾟｳｪｲでﾌﾗﾝｽ側のｼｬﾓｰへ。ﾎﾃﾙについて、夕食まで

の時間を利用して散策。是非、見たかったﾓﾝﾌﾞﾗﾝに初登頂した二人、ﾊﾟﾙﾏとｿｼｭｰﾙの像へ。指差

している方向にﾓﾝﾌﾞﾗﾝ。ついでに市街散策。多くの人たちで賑っていました。 

（三連の国境越えｺﾞﾝﾄﾞﾗにて） 

／下左：中央奥ﾓﾝﾌﾞﾗﾝ 

／下右：ｸﾞﾗﾝﾄﾞｼﾞｮﾗｽ 4208ｍその奥にﾏｯﾀｰﾎﾙﾝ 

(ｴｷﾞｭｲ・ﾃﾞｭ・ﾐﾃﾞｨ展望台にて) 



＊第８日目（７月１３日） 

今日はｼｬﾓﾆｰからﾓﾝﾄﾙｰを経

由してｲﾝﾀｰﾗｰｹﾝへ。朝から曇り

空。 

最初に訪れたのは世界文化

遺産の集落、ﾓﾝﾄﾙｰ近くのﾗｳﾞｫ

ｰ地区。ﾗｳﾞｫｰ地区に入る頃には

青空が・・。ﾌﾞﾄﾞｳ畑の緑とﾚﾏ

ﾝ湖の青が美しい風景を醸し出

していました。 

 急斜面を切り開いて造られ

写真上左：ｴｷﾞｭｲ・ﾃﾞｭ・ﾐﾃﾞｨ展望台／中：連絡橋／右：ﾊﾟﾙﾏとｿｼｭｰﾙの像、 

写真上左：ﾓﾝﾌﾞﾗﾝ／下右：ｴｷﾞｭｲ・ﾃﾞｭ・ﾐﾃﾞｨ展望台 

(ｼｬﾓﾆｰ市街にて) 

写真下：ﾘｳﾞｧの集落とﾌﾞﾄﾞｳ畑とﾚﾏﾝ湖 



た段々畑のﾌﾞﾄﾞｳ畑。勿論、ﾜｲﾝ醸造用が主目的。

縦に枝を延す垣根仕立て、あるいは棒仕立てと呼

ばれる栽培方法。日本では、多雨多湿の気候に適

した棚仕立てが主流 

その後、列車の時間待ち時間を利用して、急遽、

ｼｵﾝ城へ・・。今回、訪ねて見たかった城です。ﾚﾏ

ﾝ湖に突き出た岩場の上に建てられた城。最も湖に

近い部分に工事？用の幕が・・。少し残念でした。 

午後からはﾓﾝﾄﾙ

ｰからﾂｳﾞｧｲｼﾞﾝﾒﾝ

まで、ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝﾊﾟｽﾗ

ｲﾝ・ｸﾗｼｯｸ列車の旅。 

昼食はｼｬﾓﾆｰで誂

えられた弁当。開けてﾋﾞｯｸﾘ、なんと、おにぎり弁当。漬物とﾁｷ

ﾝﾌﾗｲ付。これまた、美味し～い。日本人家族経営の小さなお店

へ特注。ｼｬﾘ良し、塩味良しで久し振りに簡素な日本食の美味し

さを堪能。一人前 3 個。家内から 1 個。計、4 個を平らげました。

これにﾋﾞｰﾙがあれば・・。ｺｰﾋｰで我慢我慢でした。 

さらに、東京から持参したと言う虎屋の羊羹も。食事をしな

がら車窓風景を楽しみました。 

写真上：ﾓﾝﾄﾙｰ郊外の住宅地 

写真上右：ﾗｳﾞｫｰ地区ｻﾝﾌｫﾗﾝのﾌﾞﾄﾞｳ畑 

／下左・中・右：ﾗｳﾞｫｰ地区ﾌﾞﾄﾞｳの棒仕立

て

写真上：ｼｵﾝ城 



ﾂｳﾞｧｲｼﾞﾝﾒﾝで下車後、ﾊﾞｽでｲﾝﾀｰﾗｰｹﾝへ・・。ﾊﾞｽの中で

は、どうやら眠っていたようでした。ｲﾝﾀｰﾗｰｹﾝへは今回で

二度目 

＊第９日目（７月１４日） 

今日も朝から快晴。今日はﾕﾝｸﾞﾌﾗｳ三山（ﾕﾝｸﾞﾌﾗｳ 4158ｍ、

ﾒﾝﾋ 4107ｍ、ｱｲｶﾞｰ 3970ｍ)が正面に見えるｼｰﾆｹﾞ・ﾌﾟﾗｯﾃ展

望台 1987ｍへ。ここには高山植物園があるので、楽しみに

していた所。 

 麓のｳﾞｨﾙﾀﾞｰｽｳﾞｨﾙから展望台まで、登山鉄道（ｼｰﾆｹﾞ・ﾌﾟ

ﾗｯﾃ鉄道）で標高 1967ｍまで・・。1893 年に開通。最大勾

配 250 ﾊﾟｰﾐﾙ。ここからはﾕﾝｸﾞﾌﾗｳ三山やｳﾞｪｯﾀｰﾎﾙﾝ 3701

ｍやｼｭﾚｯｸﾎﾙﾝ 4078ｍ、 ｸﾞﾘﾝﾃﾞﾙﾜﾙﾄの街並も・・。 

写真上：ｼｵﾝ城 

写真上左：ﾋﾝﾃﾗｰ･ﾗｲﾋｪﾝｼｭﾀｲﾝ近郊にて 

／上右：ﾂｳﾞｧｲｼﾞﾝﾒﾝ駅、 

／右：車窓からﾚﾏﾝ湖 

写真上：ｼｰﾆｹﾞ・ﾌﾟﾗｯﾃ鉄道 

写真上左：ｳﾞｪｯﾀｰﾎﾙﾝ(左)とｼｭﾚｯｸﾎﾙﾝ(右) ／ 上右：ﾕﾝｸﾞﾌﾗｳ三山 



高山植物園(ｱﾙﾍﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝ)は、標高約 1950m か

ら 2000ｍの山岳地帯に約 600種類もの高山植物

が、その植物が本来、生息している環境(岩山、

ｶﾞﾚ場、草原など)をできる限り再現した植栽に

しているそうです。散策路も整備されています

が、全部を観察するには、二時間ほど・・。 

植物園の総面積は 8,323 ㎡。2008 年に兵庫県

神戸市の六甲高山植物園と姉妹提携。 

約 1 時間弱の散策でしたが、ｴｰﾃﾞﾙﾜｲｽをはじ

め、普段、なかなか目にすることのできない植物を堪能しましたが・・。種類と量に、少々、食

傷気味に・・。ﾊｲｷﾝｸﾞ中に見かけた時のような感動は・・。 

入口にある売店でｽｲｽｱﾙﾌﾟｽの高山植物ﾎﾟｹｯﾄｶﾞｲﾄﾞ(日本語版)とｱﾙﾌﾟｽの植物(ﾄﾞｲﾂ語版)を購入。

二冊で約 5000 円。多くの写真を撮ったものの、なにせ、植物名板はﾗﾃﾝ語(名称)とﾄﾞｲﾂ語(説明

他)。日本語は勿論、無。帰国後、ﾗﾃﾝ語の発音に苦労しています。昨日は図書館へ・・。数十年

振りにﾄﾞｲﾂ語辞書を引っ張り出す等・・。購入した日本語版が最も活躍？小耳に挟んだ話ですが、

最近の異常気象(高温)のため、散水が追着いていないのが現状のようです。 

ここで、少々、ｲﾔな気持ちに・・。散策路の近くに咲いていたｴｰﾃﾞﾙﾜｲｽ、周囲の地肌が露出。

どうやら、写真撮影のため、観光客が足を踏み入れているようです。地肌丸出しの部分には、蕾

を付けた株や幼少株が踏まれて残念な姿に・・。人里離れた場所に咲く高山植物、労りの気持ち

で接したいものです。写真愛好家ではないと思いますが・・。 

以下、植物園で見かけた高山植物で、名前が確認できた花の一部を紹介します。 

写真上：高山植物園 

写真上左：ｹﾝﾀｳﾚｱ・ﾓﾝﾀﾅ(ｷｸ科ﾔｸﾞﾙﾏｷﾞｸ属)／中：ﾃﾞｨｼﾞﾀﾘｽ・ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨﾌﾛﾗ 

(ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ科ﾃﾞｨｼﾞﾀﾘｽ属) ／右：ｹﾞﾝﾃｨｱﾅ・ﾙﾃｱ(ﾘﾝﾄﾞｳ科ﾘﾝﾄﾞｳ属) 



写真上左：ｱｽﾀｰ･ｱﾙﾋﾟﾅｽ(ｷｸ科ｱｽﾀｰ属) 

／上中：ﾋｴﾗｷｳﾑ・ｳｨﾙﾛｽﾑ 

(ｷｸ科ﾔﾅｷﾞﾀﾝﾎﾟﾎﾟ属) 

／上右：ｱﾝﾄﾞﾛｻｹ･ﾗｸﾃｱ 

(ｻｸﾗｿｳ科ﾁﾅｲｿｳ属) 

／下右： ｾｲﾖｳﾈｽﾞ(ﾋﾉｷ科ﾋﾞｬｸｼﾝ属） 

写真上左：ｹﾝﾀｳﾚｱ・ﾈﾙﾎﾞｻ(ｷｸ科ﾔｸﾞﾙﾏｷﾞｸ属) 

／中：ﾗﾃｨﾙｽ・ｵｷｼﾃﾞﾝﾀﾘｽ(ﾏﾒ科ﾚﾝﾘｿｳ属) 

／右：ﾃﾞｨｱﾝﾄｩｽ・ｼﾙﾍﾞｽﾄﾘｽ(ﾅﾃﾞｼｺ科ﾅﾃﾞｼｺ属) 

写真左：ｴｰﾃﾞﾙﾜｲｽ 

(ｷｸ科ｳｽﾕｷｿｳ属) 

／下・右：ﾄﾞｲﾂﾄｳﾋ 

(ﾏﾂ科ﾄｳﾋ属) 



ﾎﾃﾙへ戻ってから、ｲﾝﾀｰﾗｰｹﾝの街へ。中国系？の人達の多いこと。前回、訪れた時とは、様変

わり・・ 

＊第１０日目（７月１５日） 

今日も快晴です。観光最終日。明日はﾁｭｰﾘｯﾋからｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ経由で成田へ・・。台風の影響も

あり、さらに大阪まで飛べるのかどうか、不安ですが・・ 

今日はﾌﾞﾘｴﾝﾂから出ている登山鉄道でﾛｰﾄﾎﾙ

ﾝ・ｸﾙﾑ 2266ｍへ・・。 

この登山鉄道、蒸気機関です。SL です。ｱﾌﾞﾄ

式登山鉄道で、250 ﾊﾟｰﾐﾙの最大勾配。勿論、SL

としては世界一急勾配。さらに、ｽｲｽで唯一、電

化されていない鉄道だそうです。機関車自体、勾

配に併せて傾斜。ﾎﾞｲﾗｰを水平に保つために考案

されたそうです。その上、日本の大井川鉄道と姉

妹鉄道。 

頂上からは、ﾕﾝｸﾞﾌﾗｳ三山が、昨日のｼｰﾆｹﾞ・ﾌﾟ

ﾗｯﾃ展望台とは異なり、ﾒﾝﾋの存在が少々・・。前回、訪れたｸﾞﾘﾝﾃﾞﾙﾜﾙﾄから登る、ﾌｨﾙｽﾄ展望台

からの眺望を思い出しました。 

写真上左・右：ﾌﾞﾘｴﾝﾂ・ﾛｰﾄﾎﾙﾝ鉄道 

／下：ﾌﾞﾘｴﾝﾂ湖(ﾌﾞﾘｴﾝﾂにて) 

写真上左：ﾛｰﾄﾎﾙﾝ・ｸﾙﾑからの眺め ／ 上右：ﾕﾝｸﾞﾌﾗｳ三山(ﾛｰﾄﾎﾙﾝ・ｸﾙﾑにて) 



この山にも、か

つての造山活動の

証しを見ることが

できました。左下

から押し上げられ

たのか、右下から

競り上がったの

か？ 

民家は、登山

鉄道車窓から撮

影。集落全体が、急斜面にあるため、全体に小さな庭を持つ住

宅といった雰囲気。隣との境界にはﾌｪﾝｽらしきものは・・。法面即境界？ 

ﾌﾞﾘｴﾝﾂの街・・。ﾌﾞﾘｴﾝﾂ湖畔の街ですが、木彫りの街としても有名だそうです。ﾊﾞｲｵﾘﾝ制作学

校やﾖｰﾛｯﾊﾟで唯一の木彫学校(勿論、木彫の技術を学ぶ専門学校)があるそうです。ﾌﾞﾘｴﾝﾂの街を

散策すれば、精巧な細工を施した木工製品などが見学できたかも・・。 

ｲﾝﾀｰﾗｰｹﾝに戻って、今度は、ﾎﾃﾙから歩いて 10 分ほどのところにある、乗場からｹｰﾌﾞﾙｶｰでﾊｰ

ﾀﾞｰ・ｸﾙﾑ展望台へ・・。このｹｰﾌﾞﾙｶｰもかなりな急斜面に造られていました。 

眼下に美しいﾌﾞﾘｴﾝﾂ湖、ﾄｩｰﾝ湖ｲﾝﾀｰﾗｰｹﾝの町、正面にはﾕﾝｸﾞﾌ

ﾗｳ三山を眺望することができました。夕方のせいもあって、三山

には雲が・・。残念。そして、この展望台の名所が新しく・・。 

これまでの展望ﾎﾟｲﾝﾄ先に延びる約 55ｍ2 のｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ。ﾌﾞﾘｴﾝﾂ

湖とﾄｩｰﾝ湖の間にあたる位置なので、“ﾂｳﾞｧｲ・ｾﾞｰﾝ・ｼｭﾃｰｸ（二

つの湖の橋、Zwei-Seen-Steg”と呼ばれている展望台。空中に張

り出した、天空の橋といった雰囲気の展望ﾃﾞｯｷ。高所恐怖症、最

後のﾁｬﾚﾝｼﾞ・・。ﾃﾞｯｷ真下は樹木で覆れてたので、恐怖心もそれ

写真上左：ﾕﾝｸﾞﾌﾗｳ三山(ﾊｰﾀﾞｰ展望台にて) 

／上右：ﾊｰﾀﾞｰ・ｲﾝﾀｰﾗｰｹﾝ駅 

／右：ﾊｰﾀﾞｰｹｰﾌﾞﾙｶｰにて～軌道 

写真上：ﾌﾞﾘｴﾝﾂ・ﾛｰﾄﾎﾙﾝ鉄道にて 

／右：ﾛｰﾄﾎﾙﾝ・ｸﾙﾑにて 



ほどでも・・。さすがに周辺の手摺までは・・。 

ところで、今回の用語の中で多く使用した、「ｸﾙﾑ」ですが・・。円錐形の山頂のことだそうで

す。 

今朝は少々

早起きしてﾎﾃ

ﾙから徒歩 1

分？ほどのﾍｰ

ｴﾏｯﾃへ・・。

早朝なので、

人通もほとん

どなく、たま

にｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞを楽し

む？方が通り過ぎ

る程度。しばらくは静寂を楽しみました。 

早起きの目的は・・。ﾕﾝｸﾞﾌﾗｳの頂上が朝日で輝く姿をみたくて・・。光の角度が今一つでし

た。もう少し手前、もう少し北側からの光であれば・・。さらに冬、雪で覆われていれば・・。

少々、贅沢な・・。 

ﾍｰｴﾏｯﾃにはﾏﾛﾆｴ(西洋ﾄﾁﾉｷ)の街路樹が・・。ｽｲｽに入って、よく目にした景色です。その他、

色とりどりの花で飾られていました。 

 

 

 

～完～ 

2015 年 8月 20 日 

写真上左：ﾏﾛﾆｴの街路樹 ／ 上右：ﾍｰｴﾏｯﾃにて 

写真上：早朝のﾕﾝｸﾞﾌﾗｳ 

 ／右：早朝のｲﾝﾀｰﾗｰｹﾝ 




